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中村　和博 議員

中原　和見 議員森山マスミ 議員

境田　公明 議員

成相　大 議員橋元　義嗣 議員

田原　寛文 議員仮屋　良二 議員

１．湧水町における魅力ある就
業・雇用の創出について

２．湧水町における農業（耕種
農業）の将来像について

３．過去の質問のその後につい
て

１．健康増進の推進を図るため
ポイントアプリ活用の導入
について

２．肥薩線（吉松〜人吉）開通に
向けての取り組みについて

３．今後の小中学校の在り方に
ついて

１．本町のアーモンド事業につ
いて

２．東中下場地区自立自興館駐
車場整備について

１．消滅可能性自治体の課題と
対策について

２．防災対策等について

１．町内企業合同説明会の開催
について

２．キャッシュレス推進事業に
ついて

１．観光資源を生かした町づく
りについて

１．行政組織における課の再編
の効果について

１．地域猫活動について
２．丸池川の環境美化について
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◆一 般 質 問 目 次 ◆

ここが知りたい !!

 　ここが聞きたい !!
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本
町
に
お
け
る
魅

力
あ
る
就
業
・
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
、
雇
用
創
出

数
・
新
規
起
業
者
数
・
企
業
立

地
件
数
の
目
標
達
成
状
況
を
伺

う
。

　

雇
用
創
出
数
は
年

平
均
28
人
で
概
ね
目

標
を
達
成
し
、
新
規
起
業
者
数

は
５
年
で
16
人
と
十
分
に
目
標

を
達
成
し
た
。

一 般 質 問

　

農
林
業
振
興
支
援

の
目
標
達
成
状
況

は
。

　

特
産
品
の
開
発
件

数
は
10
品
、
新
規
就

農
者
数
は
11
人
と
目
標
を
達
成

し
た
。
他
方
、
金
山
ネ
ギ
の
作

付
面
積
・
販
売
額
は
未
達
で
あ

る
。

　

新
規
創
業
者
支
援

の
目
標
達
成
状
況

は
。

　

制
度
利
用
は
女
性

・
若
者
・
シ
ニ
ア
起

業
支
援
事
業
が
主
で
33
件
と
目

標
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
任
期
満
了
後

の
起
業
・
定
住
状
況
は
。

　

こ
れ
ま
で
18
名
が

就
任
し
、
内
２
名
が

転
出
、
10
名
が
任
期
満
了
し
、

内
６
名
が
起
業
し
て
い
る
。

　

近
年
の
耕
作
農
地

面
積
及
び
耕
作
放
棄

地
面
積
の
推
移
を
伺
う
。

　

耕
作
農
地
面
積

は
５
年
間
で
約
１

４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
、

1
，
6
9
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

耕
作
放
棄
地
面
積
は
若
干
減
少

し
て
い
る
。

　

認
定
農
家
等
に
集

約
し
た
農
地
の
面
積

と
こ
れ
の
将
来
予
測
は
。

　

集
約
し
た
農
地

面
積
は
5
6
1
・

8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
耕
作
農
地

の
約
33
％
で
あ
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
今

後
の
管
理
は
。

　

耕
作
放
棄
地
は

殆
ど
が
三
種
又
は

二
種
農
地
で
あ
り
、
鳥
獣
被
害

等
も
あ
る
。
一
種
農
地
の
優
良

農
地
は
ど
う
し
て
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
減
少
が
進
む

本
町
農
業
の
将
来
像
は
。

　

今
日
の
農
業
従

事
者
の
平
均
年
齢

は
64
・
4
歳
、
農
家
数
は
５
２

５
戸
で
、
担
い
手
の
確
保
が
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
将
来
は
そ

の
担
い
手
が
大
規
模
で
効
率
的

な
農
業
を
安
定
的
に
展
開
し
て

い
く
も
の
と
考
え
る
。

　

小
規
模
農
家
に
対

す
る
各
種
農
作
業
支

援
の
在
り
方
検
討
の
状
況
は
。

　

農
作
業
受
託
に
限

ら
ず
農
業
全
般
に
対

す
る
総
合
的
な
支
援
が
で
き
る

法
人
を
令
和
８
年
度
に
設
立
す

る
計
画
で
あ
る
。

　

町
長
が
描
く
我
が

町
の
農
業
の
将
来
像

は
。

　

先
人
が
残
し
て
く

れ
た
肥
沃
な
農
地
を

守
り
我
が
国
の
食
料
自
給
に
寄

与
で
き
る
よ
う
基
幹
産
業
と
し

て
の
農
業
を
振
興
し
た
い
。

　

有
機
農
業
の
拡
大

と
化
学
農
薬
・
化
学

肥
料
の
使
用
量
低
減
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　

有
機
農
業
は
労
力

を
要
し
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
物
価
高
騰
で
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　

有
機
肥
料
を
製
造

供
給
す
る
町
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
利
活
用
状
況
と
製
造

供
給
量
増
加
の
方
策
は
。

　

堆
肥
の
製
造
供
給

状
況
は
計
画
量
の
10

％
程
度
で
あ
り
、
堆
肥
の
ペ
レ

ッ
ト
化
を
含
め
製
造
供
給
量
増

加
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　

町
が
関
与
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
吉
松
地
域

で
の
開
催
に
関
す
る
検
討
状
況

を
伺
う
。　

実
行
委
員
会
で
判

断
さ
れ
る
事
項
で
あ

り
、
従
来
ど
お
り
の
開
催
と
な

っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
努
力

し
た
い
。　

古
い
木
造
住
宅
に

対
す
る
簡
易
な
耐
震

補
強
に
関
す
る
検
討
状
況
は
。

　

部
分
的
金
具
補
強

で
は
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
先
進
地
の
事
業
内
容
を

参
考
に
耐
震
対
策
事
業
を
推
進

し
た
い
。

中村　和博 議員
魅力ある就業・雇用の創出状況は

雇用の創出は概ね目標を達成町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

町
長

町
長

町
長 問問問問

問問問

問問問問

問問 町
長

町
長

町
長

農
業
委
員
会

会
長

農
業
委
員
会

会
長

農
業
委
員
会

会
長

農
業
委
員
会

会
長

本
町
に
お
け
る
耕
種

農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

過
去
の
質
問
の

そ
の
後
に
つ
い
て
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ア
ー
モ
ン
ド
事
業

は
、
本
町
の
特
産
品

と
し
て
推
進
し
て
き
て
い
る

が
、
生
産
者
の
収
益
が
ほ
ど
ん

ど
無
い
状
況
で
は
な
い
か
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

ア
ー
モ
ン
ド
収
量
の
現
状
、
課

題
、
今
後
の
取
組
み
等
に
つ
い

て
伺
う
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
収

量
に
つ
い
て
は
、
全

体
で
殻
付
き
の
重
量
が
令
和
４

年
度
に
約
65
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
令

和
５
年
度
に
約
55
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
。
収
量
が
少
な
い
要
因

と
し
て
、
本
町
が
導
入
し
て
い

る
苗
木
は
品
種
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
生
育
特
性
が
不

明
で
、
果
実
を
安
定
的
に
生
産

で
き
な
い
こ
と
が
鹿
児
島
大
学

の
研
究
で
分
か
り
、
大
幅
に
収

益
を
伸
ば
す
こ
と
が
難
し
い
現

状
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
鹿
児

島
大
学
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入

し
た
穂
木
を
町
内
の
圃
場
２
か

所
で
接
ぎ
木
を
行
い
、
生
育
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
調
査
で
優
良
系
統
を

選
抜
し
な
が
ら
普
及
を
図
り
、

本
町
ア
ー
モ
ン
ド
の
収
量
向
上

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

ア
ー
モ
ン
ド
成
分

及
び
有
機
栽
培
推
進

等
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
取

組
み
は
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
成

分
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
果
肉
と
そ
の
中
に

あ
る
仁
（
未
熱
）
の
成
分
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
仁
に
基

準
値
を
超
え
る
シ
ア
ン
化
合

物
（
毒
素
）
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
で
導
入
し
て
い
る
ア

ー
モ
ン
ド
は
、
食
用
に
向
い
て

い
な
い
た
め
、
今
後
、
ア
ー
モ

ン
ド
オ
イ
ル
や
香
料
、
化
粧
品

等
の
商
品
化
に
向
け
て
、
県
内

企
業
と
協
議
・
検
討
し
て
い
ま

す
。

担
当
職
員
が
行
っ

た
ア
ー
モ
ン
ド
に
関

す
る
研
修
視
察
の
内
容
を
生
産

者
へ
指
導・助
言
を
行
っ
た
か
。

職
員
の
研
修
視
察

は
、
事
業
導
入
当
初

か
ら
県
外
で
植
栽
さ
れ
て
い
る

圃
場
で
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
き

行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
へ
の

指
導
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
大

学
や
県
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
収
益
に
繋
が
る
よ
う
生
産

組
合
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

東
中
下
場
地
区
自

立
自
興
館
駐
車
場
は

民
有
地
を
借
地
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、
こ
の
民
有
地
を
買

収
し
て
駐
車
場
の
整
備
を
す
る

考
え
か
な
い
か
伺
う
。

自
立
自
興
館
駐
車

場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
有
地
３
筆
の
土
地
1
，

6
7
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
借

地
し
、
地
区
公
民
館
の
事
業
の

際
に
駐
車
場
と
し
て
有
効
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

駐
車
場
の
利
用
目
的
か
ら
毎
年

地
主
に
支
払
う
借
地
料
を
地
区

に
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

中原　和見 議員
アーモンドの収量・収益について

生産者と共に収益向上に取り
組んでいく

町
長

一 般 質 問

す
。
借
地
で
あ
る
駐
車
場
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
何
時
、
土
地

の
所
有
者
か
ら
返
還
を
求
め
ら

れ
る
か
分
か
ら
ず
、
安
心
し
て

利
用
で
き
な
い
こ
と
も
十
分
理

解
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
駐
車

場
の
土
地
の
買
収
と
整
備
に
つ

い
て
は
、
必
要
経
費
な
ど
が
あ

る
こ
と
か
ら
関
係
各
課
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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2
0
5
0
年
問

題
に
あ
た
り
、
若
い

世
代
に
少
し
で
も
地
元
に
残
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
内
企
業

合
同
説
明
会
を
開
催
で
き
な
い

か
伺
う
。

企
業
立
地
懇
話
会

に
お
い
て
人
材
確
保

の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

「
湧
水
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
新
成
人
の
方
や
近

隣
の
高
校
に
配
布
し
人
材
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姶

一 般 質 問

良
伊
佐
地
域
人
材
確
保
育
成
推

進
協
議
会
に
お
い
て
は
、
管

内
の
人
材
確
保
の
た
め
令
和
6

年
12
月
に
初
め
て
管
内
の
合
同

企
業
説
明
会
の
開
催
が
計
画
さ

れ
、
本
町
か
ら
も
8
社
の
企
業

の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
域
的
に
実
施
さ
れ
る
合
同
企

業
説
明
会
の
効
果
や
状
況
等
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

の
開
催
が
望
ま
し
い
か
検
討
し

ま
す
。

地
元
企
業
が
若
い

世
代
に
周
知
し
て
も

ら
え
な
い
現
状
が
あ
る
。
地
元

で
会
社
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
お
互
い
に
顔
を
合

わ
せ
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
一

度
県
外
に
就
職
し
た
後
、
何
ら

か
の
事
情
で
地
元
に
U
タ
ー

ン
す
る
際
に
も
働
き
口
の
幅
が

広
が
る
と
思
う
。
ま
た
、
中
学

校
で
行
っ
て
い
る
職
業
体
験
の

回
数
を
増
や
し
色
々
な
業
種
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元

企
業
の
周
知
に
つ
な
が
り
、
地

元
に
残
り
た
い
、
地
元
で
子
育

て
が
し
た
い
と
思
い
、
人
口
増

加
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
ど
う
か
。

成相　大 議員
地元企業合同会社説明会開催について

広域的に実施される合同企業説明
会の効果や状況を踏まえ検討する

機
器
の
買
替
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
の
で
、
補
助
金
制
度
な

ど
を
利
用
し
て
進
め
て
い
け
な

い
の
か
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

に
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
る
、
現
金
が
不
要
に
な

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
後
外

国
人
や
移
住
者
が
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
観
光
客
が
利
用

し
や
す
い
町
づ
く
り
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
事
業
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
い
つ
の
時
期
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
が
、
商
売
に
携

わ
っ
て
い
る
方
と
も
話
を
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

観
光
客
や
外
国
人

が
増
え
て
き
て
い
る

な
か
で
、
商
工
業
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
地
元
店
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
推
進
す
る
支

援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
は
デ
ジ
タ
ル
化

社
会
の
推
進
に
お
い
て
必
要
な

手
段
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
本
町
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
現
状
把
握
を
行
い
な
が

ら
ど
の
よ
う
な
決
済
方
法
が
効

果
的
で
あ
る
か
な
ど
今
後
に
向

け
て
、
商
工
会
に
対
し
調
査
・

検
討
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
推
進
や
支
援
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
結
果
等
に

基
づ
き
商
工
会
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

町
内
の
外
国
人
や

移
住
者
が
増
え
、
観

光
客
も
増
加
す
る
な
か
、
手
軽

に
決
済
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

売
り
上
げ
増
加
に
も
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
券
売
機

に
て
精
算
を
行
っ
て
い
る
店
舗

で
は
、
新
紙
幣
発
行
に
よ
り
、

企
業
側
は
、
人
材

不
足
な
ど
で
、
業
務

拡
大
な
ど
進
ま
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
職
業
体
験
を
通
し
て

U
タ
ー
ン
な
ど
の
き
っ
か
け

材
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
職

場
体
験
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
と
も
検
討
し
、
企
業
側
・
学

生
側
、学
校
等
の
意
見
も
聞
き
、

効
果
が
あ
れ
ば
複
数
回
開
催
す

る
と
い
う
の
も
い
い
と
思
い
ま

す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推

進
事
業
に
つ
い
て

町
長

問

問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長
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町
合
併
時
に
21
課

（
局
）
で
構
成
し
て

い
た
行
政
組
織
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
17
課（
局
）、15
課（
局
）、

16
課
（
局
）
と
再
編
さ
れ
て
き

て
い
る
が
そ
の
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

ス
リ
ム
で
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
合
併
時
、
21
課
（
局
）

で
構
成
し
て
い
た
行
政
組
織

を
、
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
令
和
４
年
度
ま

で
に
16
課
（
局
）
へ
再
編
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
再
編

に
よ
る
効
果
は
、
関
連
分
野
を

統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
施
策

や
人
員
の
連
携
強
化
や
人
件
費

の
抑
制
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

課
を
統
廃
合
し
す

ぎ
て
、
課
の
数
が
少

な
く
な
り
、職
員
も
大
所
帯（
大

規
模
）
に
な
っ
て
い
る
課
も
あ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
生

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
住

民
の
声
が
通
り
や
す
く
反
映
し

や
す
い
行
政
組
織
の
体
制
づ
く

り
」に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

課
が
大
所
帯
に
な

っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

い
か
に
し
て
改
善
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
、
知
識
を
高
め
、
対
応
力

を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
職
員
の

資
質
向
上
を
図
る
。

子
育
て
に
特
化
し

た
課
の
設
置
に
つ
い

て
、
町
長
は
か
ね
て
か
ら
子
育

て
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
も
設
置

さ
れ
た
。

し
か
し
、
現
状
は
、
子
育
て

関
係
は
健
康
増
進
課
内
に
係
と

し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
健
康

増
進
や
総
合
交
流
施
設
等
も
所

管
し
て
お
り
、
同
課
内
で
広
範

囲
に
渡
り
業
務
の
負
担
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
子
育
て
関
係
が
ど
こ
の

課
に
あ
る
の
か
も
わ
か
り
に
く

い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も

子
育
て
に
特
化
し
た
課
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
関
係

課
職
員
等
が
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
が
、
職
員
が
兼
務
し
て

い
る
。
専
従
的
に
課
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。

み
ん
な
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

移
住
定
住
促
進
に

特
化
し
た
課
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
現
状
は
商
工
観

光
P
R
課
で
係
と
し
て
対
応

し
て
い
る
が
片
手
間
で
で
き
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
商
工

業
振
興
、
観
光
振
興
と
移
住
定

住
は
別
物
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
町
の
商
工
業
振
興
、
観
光
振

興
も
交
流
人
口
の
増
加
や
本
町

に
来
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で

は
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
施
設

の
管
理
な
ど
、
移
住
定
住
に
本

腰
を
い
れ
る
の
も
大
変
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
う
。
人
材
発
掘

や
仕
掛
け
づ
く
り
に
専
属
的
、

精
力
的
に
走
り
回
っ
て
ほ
し

い
。
移
住
定
住
は
、
本
町
に
移

り
住
ん
で
農
業
を
始
め
る
方
、

起
業
す
る
方
、
勤
め
る
方
な
ど

様
々
な
方
が
住
ん
で
み
た
い
と

思
え
る
幅
広
い
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
4
月

に
民
間
の
有
識
者
グ
ル
ー
プ

「
人
口
戦
略
会
議
」
で
は
湧
水

町
は
最
終
的
に
は
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
分
析
結
果
を
公

表
し
た
。
益
々
、
人
口
減
少
対

策
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
れ
ら
に
特
化
し
た
課

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

消
滅
可
能
性
自
治

体
の
公
表
を
受
け
て

絶
対
脱
却
す
る
ぞ
と
い
う
気
持

ち
が
さ
ら
に
芽
生
え
た
。
財
政

コ
ス
ト
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

田原　寛文 議員
行政組織の再編効果は

施策や人員の連携強化や人件
費の抑制が図られた

町
長

一 般 質 問

福
祉
関
係
の
課
に

つ
い
て
は
、
福
祉
、

高
齢
者
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
は
除
く
）、
介
護
、
障
が
い

者
、
包
括
な
ど
を
長
寿
福
祉
課

で
担
当
し
て
い
る
。
予
算
審
議

や
決
算
審
査
等
で
見
て
み
る
と

50
弱
の
事
業
の
数
が
あ
り
か
な

り
多
い
と
思
わ
れ
る
。
課
の
職

員
数
も
18
名
と
一
番
多
い
よ
う

で
、
な
お
か
つ
会
計
年
度
任
用

職
員
も
10
名
程
度
い
る
。
全
員

で
28
名
。
健
康
増
進
課
も
職
員

17
名
で
あ
る
が
会
計
年
度
任
用

職
員
ま
で
含
め
る
と
40
名
程
度

と
多
く
、
課
長
の
負
担
も
大
き

く
、
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
観
点
と
、
よ
り
き
め
細
か
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
も
課
を
分
け
る
考
え

は
な
い
か
。

当
初
、
統
合
し
た

際
に
は
、
連
携
が
図

ら
れ
効
率
が
上
が
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
行
っ
た
。
検
証
し

て
い
く
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
よ
う
で
あ
れ

ば
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
住
民
や
職
員
等
の
声
も

聴
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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特
定
健
診
の
受

診
率
向
上
の
施
策

と
し
て
、
商
品
券
配
布
を
し
て

い
る
が
、
配
布
以
前
と
後
で
は

受
診
率
に
変
化
が
あ
る
か
伺

う
。

集
団
健
診
で
特

定
健
診
を
受
診
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
令
和
２
年

度
か
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し

て
商
工
会
の
商
品
券
5
0
0

円
分
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

商
品
券
の
配
布
が
受
診
率
向
上

一 般 質 問

に
つ
な
が
っ
て
い
る
明
確
な
変

化
は
確
認
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

全
国
で
は
県
単
位

市
町
単
位
で
健
康
増

進
対
策
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
ア
プ

リ
を
導
入
し
て
い
る
。
わ
が
町

も
導
入
で
き
な
い
か
。

住
民
の
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
活
動
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
へ
の
交
換
等
の
特
典
が
受
け

ら
れ
る
事
業
に
取
り
組
む
自
治

体
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
、
住
民
の
健
康

づ
く
り
と
意
識
の
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
ア
プ

リ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
実
績

の
あ
る
自
治
体
の
活
用
状
況
等

を
研
究
し
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

境田　公明 議員
健康増進の推進を図るためポイントアプリ活用の導入について

導入のメリットや費用対効果
を検証しながら，検討する

今
後
の
小
中
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。７

月
10
日
に
湧
水

町
総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
「
現
時
点
で
の
統
合
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小
規

隼
人
～
吉
松
間
及

び
吉
都
線
の
利
用
促

進
等
も
考
え
ら
れ
る
。
ど
こ
に

重
点
を
置
い
て
行
政
運
営
を
進

め
て
い
く
の
か
町
長
の
考
え

は
。

本
町
に
と
り
ま
し

て
は
、
通
学
等
で
の

日
常
利
用
や
観
光
客
の
集
客
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
町
の
価
値

を
高
め
る
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
線
区
で
利
用
促
進
に
取
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

肥
薩
線
吉
松
～
人

吉
区
間
の
開
通
に
つ

い
て
、
民
間
団
体
等
が
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
町
の

取
組
み
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

え
び
の
市
と
連
名

で
、
鹿
児
島
県
及
び

宮
崎
県
に
対
し
て
、
吉
松
～
人

吉
間
の
復
旧
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
取
組
へ
の
要
望
書
を
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
が
開
始
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
本
町
と
し
て
は
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
３
県
や
沿
線
自
治
体
と
も

連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

肥
薩
線
（
吉
松
～
人
吉
）
開
通
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

今
後
の
小
中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

模
校
の
良
さ
を
考
慮
し
、
現
在

の
小
中
学
校
を
存
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
教
育

環
境
整
備
等
も
含
め
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。」
と
協
議
い
た

し
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
早
急

な
統
合
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
町
長
部
局
と
の

十
分
な
協
議
を
行
い
小
中
学
校

の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
機
関（
地
区
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
に
、
今

後
の
各
学
校
の
在
り
方
の
協
議

研
究
を
主
導
し
、
住
民
の
考
え

る
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
い

く
考
え
が
な
い
か
。

今
後
の
各
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て

は
、
学
校
運
営
協
議
会
の
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
様
々
な
意

見
を
教
育
委
員
会
部
局
と
連
携

を
深
め
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り

ま
す
。

園
長
・
校
長
研
修

会
（
管
理
職
研
修

会
）
に
お
い
て
、
各
校
長
へ
学

校
運
営
協
議
会
で
今
後
の
小
中

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
協

議
す
る
よ
う
指
示
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
学
校
運
営
協
議

会
を
中
心
に
保
護
者
や
地
域
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
等
を
取
り
ま

と
め
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問町
長

教
育
長

教
育
長
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一 般 質 問

湧
水
町
も
消
滅
可

能
性
自
治
体
と
指
摘

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
具
体

的
対
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

本
町
で
の
取
組
み

と
し
て
、
子
育
て
世

帯
に
は
給
食
費
、
保
育
料
の
無

償
化
、
移
住
者
に
は
移
住
促
進

新
築
住
宅
取
得
補
助
金
、
家
賃

補
助
金
等
の
創
設
や
企
業
誘
致

を
進
め
な
が
ら
、
人
口
動
態
に

お
け
る
急
減
緩
和
や
社
会
増
に

努
め
て
い
る
。出

産
、
子
育
て
支

援
な
ど
人
口
増
加
や

若
者
の
町
内
在
留
を
促
す
対
策

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
が
、
成
果

が
見
え
な
い
。
そ
の
原
因
は
ど

こ
に
あ
る
と
思
う
か
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
事
業
の
検
証
を
さ
れ

た
の
か
。

事
業
の
効
果
は
、

少
し
ず
つ
見
え
て
き

て
い
る
。
全
て
人
口
減
少
対
策

に
直
結
す
る
す
る
よ
う
な
内
容

で
あ
る
が
、
１
〜
２
年
で
検
証

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
事
業
を
進
め
る
た

森山　マスミ 議員
消滅可能性自治体の課題と対策について

手厚い支援に取り組む

各
地
区
に
平
素
か

ら
の
備
え
、
災
害
対

策
措
置
を
お
願
い
し
、
避
難
訓

練
の
実
施
や
地
区
防
災
計
画
の

策
定
、
こ
れ
に
連
携
し
た
個
別

避
難
計
画
の
策
定
も
進
め
て
い

る
。

要
援
護
者
、
災
害

弱
者
等
で
あ
る
高
齢

者
を
安
全
に
避
難
所
へ
誘
導
す

る
た
め
の
個
別
避
難
に
関
す
る

名
簿
は
整
理
さ
れ
て
い
る
の

か
。

個
別
計
画
は
、
ま

だ
、
全
て
整
っ
て
い

な
い
が
、
防
災
計
画
は
地
震
だ

け
で
な
く
、
水
害
、
土
砂
災
害

関
係
、
い
ず
れ
の
緊
急
の
場
合

に
お
い
て
も
即
時
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
災
害
弱
者
、
高
齢
者
を

安
心
安
全
な
避
難
所
へ
誘
導
で

き
る
よ
う
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
く
。

近
年
の
異
常
気
象

に
伴
い
、
常
識
を
超

え
た
大
雨
や
線
状
降
水
帯
の
影

響
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
起
因
す

る
水
害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
の
方
々
に
避

難
行
動
を
確
実
に
実

践
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
防
災
計
画
や
防
災

拠
点
等
の
整
備
に
努
め
た
い
。

線
状
降
水
帯
等
に

よ
り
長
期
間
の
避
難

所
滞
在
と
な
っ
た
場
合
の
準
備

（
洋
式
ト
イ
レ
、
携
帯
ト
イ

レ
、
備
蓄
非
常
食
）
が
整
っ
て

い
る
の
か
。

ト
イ
レ
や
非
常
食

の
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
の
整
備
を
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。南

海
ト
ラ
フ
の
大

規
模
地
震
に
備
え
た

避
難
対
策
及
び
準
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

め
に
は
、
財
源
が
必
要
で
あ
る

の
で
、
そ
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。町

が
進
め
て
い
る

独
自
事
業
の
ひ
と
き

わ
輝
く
魅
力
的
な
部
分
を
Ｐ
Ｒ

し
て
く
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は
。

移
住
定
住
や
そ
の

他
の
支
援
を
周
知
す

る
こ
と
を
充
実
し
て
い
け
ば
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱

却
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

手
法
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
が
大
事
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

湧
水
町
の
魅
力
を

最
大
限
に
知
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
が
、
町
外
へ

の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な

い
か
。

Ｐ
Ｒ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
ぬ
よ
う
、

周
知
す
る
機
会
を
捉
え
て
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

防
災
対
策
等
に
つ
い
て

町
長

問

問

問問

問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一 般 質 問

今
後
、
町
長
は
竹

中
池
の
資
源
を
使
っ

た
観
光
開
発
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

竹
中
池
周
辺
は
、

特
に
夏
季
に
お
い

て
、
プ
ー
ル
や
そ
う
め
ん
流
し

を
目
当
て
に
町
内
外
か
ら
多
く

の
方
々
が
訪
れ
る
施
設
を
有
し

て
お
り
、
魅
力
あ
る
観
光
素
材

を
保
有
し
て
い
る
地
域
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
竹
中
池
一
帯
に
つ

い
て
は
、
土
地
等
を
含
め
、
全

体
的
な
構
想
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
周
辺

の
熊
野
水
源
の
整
備
に
つ
い
て

も
自
然
景
観
を
生
か
し
た
施
設

整
備
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

熊
野
水
源
に
つ
い

て
、
自
然
を
生
か
し

た
景
観
づ
く
り
が
効
果
的
で
あ

る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
か
。

数
百
年
前
に
建
て

ら
れ
現
存
す
る
熊
野

神
社
な
ど
の
歴
史
が
あ
る
施
設

を
後
世
に
伝
え
、
全
て
を
近
代

化
す
る
の
で
は
な
く
、
昔
か
ら

あ
る
も
の
を
残
し
な
が
ら
保

存
、
開
発
し
て
い
く
の
が
重
要

橋元　義嗣 議員
観光資源を生かした町づくりについて

自然景観を生かした施設の整備
がより効果的であると考える

指
宿
市
の
「
そ
う

め
ん
流
し
」
は
、
市

営
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
竹
中

池
「
そ
う
め
ん
流
し
」
も
町
営

で
の
経
営
、
ま
た
は
、
民
間
経

営
へ
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
営
で
や
る
と
な

る
と
様
々
な
条
件
を

擦
り
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

財
源
面
で
も
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
で
1
0
0
％
で

き
な
い
と
言
う
事
で
は
な
い
。

竹
中
池
「
そ
う
め

ん
流
し
」
は
、
指
宿

市
営
の
そ
う
め
ん
流
し
よ
り
も

歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
湧
水
と

水
辺
の
風
景
は
素
晴
ら
し
い
資

源
で
あ
る
。
町
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
も
重
要
な
事
で
あ

る
の
で
、
町
に
お
い
て
も
十
分

考
慮
さ
れ
、
ぜ
ひ
と
も
支
援
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

「
そ
う
め
ん
流

し
」
は
民
間
経
営
で

あ
り
、
組
合
員
の
高
齢
化
や
後

継
者
問
題
な
ど
の
課
題
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
事
業
の
継
続
が

難
し
く
な
っ
て
お
り
、
組
合
側

か
ら
要
望
や
支
援
の
要
請
の
相

談
が
き
て
い
な
い
か
。

プ
ー
ル
や
そ
う
め

ん
流
し
は
、
夏
場
の

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
が
、
民
間
の
経
営
事
業
で

あ
る
た
め
、
行
政
が
そ
の
中
に

入
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考

え
る
。
冬
場
に
も
活
用
す
る
と

い
う
条
件
で
あ
れ
ば
、「
丸
池
」

等
に
あ
る
販
売
店
を
設
置
す
る

と
い
う
事
も
検
討
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

で
あ
る
と
考
え
る
。

疎
水
百
選
で
あ
る

竹
中
池
に
は
、
今
年

の
夏
休
み
期
間
中
も
「
竹
中
池

プ
ー
ル
」
や
「
そ
う
め
ん
流
し
」

な
ど
に
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ

た
と
思
う
が
、
来
場
者
数
を
把

握
し
て
い
る
か
。

「
竹
中
池
プ
ー

ル
」
の
来
場
者
数
は

１
万
2
，
7
8
3
人
で
あ
っ

た
。「
そ
う
め
ん
流
し
」
に
つ

い
て
は
、
町
で
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

町
長

問問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

意
見

町
長

町
長
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一 般 質 問

猫
に
よ
る
畑
や
花

壇
等
へ
の
糞
や
尿
の

苦
情
が
絶
え
ず
、
町
で
は
旬
報

や
防
災
行
政
無
線
で
の
適
切
な

飼
養
管
理
や
飼
い
主
の
責
任
を

広
報
し
て
い
る
。
飼
い
主
の
い

な
い
猫
が
嫌
わ
れ
も
の
に
な
ら

ず
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

は
、
地
域
猫
活
動
に
基
づ
き
適

切
な
繁
殖
抑
制
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
鹿
児

島
県
で
は
、「
地
域
猫
活
動
」

を
推
進
し
て
お
り
、
地
域
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

本
町
も
こ
の
事
業
に
取
り
組
ま

れ
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

苦
情
も
あ
り
保
健

所
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
な
か
な
か
改
善
に
至
ら

ず
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

先
ず
は
、
県
が
取
組
む
「
地

域
猫
活
動
」
の
こ
と
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
で
周
知
す
る

な
ど
し
て
、
本
事
業
に
興
味
が

あ
る
方
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

こ
の
事
業
の
補
助
金
を
活
用
し

た
取
組
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、

事
業
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
推
進
方
法
も
参
考
に
し
て
研

究
を
行
い
た
い
。

仮屋　良二 議員
地域猫活動について

事業を行っている自治体を
参考にします。

い
な
い
状
況
で
す
。
現
状
と
し

て
は
、
河
川
内
の
草
木
の
繁
茂

が
広
が
っ
て
お
り
、
特
に
立
木

の
大
径
化
も
あ
り
ま
す
の
で
、

流
下
阻
害
に
な
る
水
害
へ
の
懸

念
や
市
街
地
内
で
あ
り
環
境
・

景
観
面
へ
の
影
響
を
早
期
事
業

実
施
の
必
要
性
と
し
て
、
県
へ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

丸
池
川
水
門
や
排

水
機
場
周
辺
、
丸
池

橋
ま
で
の
間
の
河
川
内
、
護
岸

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
立
木
は
直
径

が
20
㎝
を
超
え
る
も
の
も
あ
り

20
年
間
放
置
し
た
ま
ま
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
台
風
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
木
の
枝
が
住
宅
な
ど

を
傷
つ
け
た
場
合
、
水
門
や
排

水
機
場
の
除
塵
機
に
詰
ま
っ
た

場
合
な
ど
想
定
す
る
と
大
惨
事

に
な
り
得
る
。
そ
う
な
ら
な
い

内
に
早
急
な
対
応
は
で
き
な
い

か
。

近
い
う
ち
に
振
興

局
と
の
懇
談
会
等
が

あ
る
の
で
、
事
あ
る
ご
と
に
防

災
の
観
点
か
ら
も
要
望
し
ま

す
。

県
河
川
で
あ
る

が
、
本
町
の
観
光
・

環
境
に
大
事
な
川
で
あ
る
。
草

木
が
繁
茂
し
て
澄
み
き
っ
た
水

す
ら
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
の

で
、
県
と
協
議
し
環
境
美
化
を

要
請
で
き
な
い
か
伺
う
。

県
が
管
理
す
る

1
級
河
川
で
栗
野

地
域
の
市
街
地
を
貫
流
し
て
お

り
、
質
問
の
と
お
り
本
町
の
観

光
・
環
境
・
景
観
面
に
も
影
響

の
あ
る
河
川
で
あ
り
ま
す
。
令

和
4
年
度
か
ら
の
県
単
河
川
等

防
災
事
業
で
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
が
ま
だ
実
施
さ
れ
て

以
前
か
ら
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
地

域
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
て
い

た
が
私
自
身
勉
強
不
足
で
対
応

に
苦
慮
し
て
い
た
。
こ
の
事
業

は
、「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」

に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
一

代
限
り
の
命
を
全
う
す
る
ま
で

そ
の
地
域
で
衛
生
的
に
飼
育
管

理
を
行
う
活
動
で
あ
る
の
で
、

地
域
の
方
々
に
了
解
を
得
な
が

ら
私
も
活
動
し
た
と
思
っ
て
い

る
が
町
長
の
考
え
は
い
か
が

か
。

猫
好
き
な
方
も
、

猫
嫌
い
な
方
も
、
こ

の
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
少
し
ず
つ
で
も
解

決
し
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

姶
良
市
・
霧
島
市
も
取
組
ん
で

い
ま
す
の
で
参
考
に
し
ま
す
。

町
長

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

丸
池
川
の
環
境
美
化
に

つ
い
て
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決算審査特別委員会審査報告
　

令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
に
係
る
決
算

の
認
定
に
付
す
る
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
審
査
期
間

　

令
和
６
年
９
月
17
日
～
９
月
26
日

◎
審
査
の
着
眼
点

施
策
の
内
容
・
成
果
を
中
心
に
費
用

対
効
果
、
改
善
を
要
す
る
点
な
ど

◎
主
な
現
地
調
査
（
計
14
箇
所
）

・
中
津
久
祢
土
砂
受
入
地
の
受
入
状
況

・
竹
中
池
公
園
プ
ー
ル
（
ト
イ
レ
・
更

衣
室
な
ど
）

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
器
材
（
５
段
電

柵
・
電
柵
シ
ー
ト
）
の
設
置
状
況

・
ア
ー
モ
ン
ド
接
ぎ
木
の
成
育
状
況

　

ほ
か

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会
構
成
委
員

　

議
長
及
び
議
選
監
査
委
員
を
除
く

　

10
名

　
　

委
員
長　
　

成
相　

大

　
　

副
委
員
長　

田
原　

寛
文

【一般会計歳入歳出決算の概要】
　歳入は約８３億５千万円で，前年度より約２億円の減額であり，歳出は約７９億５千万円
で，前年度より約２億１千万円の減額となっています。主な理由は，保育所等整備補助金の
皆減が挙げられます。歳入歳出差引額は，約３億９千万円となっており，前年度と同規模で
す。その内翌年度に繰り越すべき財源は約１億円で，実質収支額は約３億円となっています。
　基金は，令和４年度末の約３５億４千万円が，令和５年度末には約３４億５千万円と
なっており，地方債の残高は，令和４年度末の約７７億２千万円が，令和５年度末には約
７４億３千万円と約２億９千万円の減となっています。
　財政力指数等の各財政指数は，概ね令和４年度と同じ数値で，類似団体の数値よりもやや
良好な値となっています。また，決算額で比較しますと令和４年度の決算額８１億６千万円，
令和３年度の決算額 104 億７千万円と比べて減額となっていますが，大きすぎる決算規模
となっています。このため，引き続き，企業誘致をはじめとする経済の活性化による歳入の
確保に努めつつ，施策全般のスクラップ・アンド・ビルドの徹底や子ども子育て支援をはじ
めとする人口減少対策への資源の重点配分により歳出の削減に努め，適正な予算規模とする
努力が強く望まれます。

【総括意見】
　令和５年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における決算については，以下の総括
意見を付して認定しました。本委員会として，行政事務全般の改善がなされ，建設的な予算
執行に繋がることを強く期待します。
１　歳出の削減について議会は，「スクラップ・アンド・ビルド」の考え方に基づき「実

施中の事業全般を聖域なく精査して，歳出の削減に努める必要がある。」との意見を繰
り返し述べてきている。令和５年度においては，令和４年度と比べると予算規模は小さ
くなったが，更なる「スクラップ・アンド・ビルド」に努め財政のスリム化を目指す必
要がある。

２　限られた財源の中より補助金等を交付していることから，交付期間を定め，効果があ
る事業は継続的に実施し，効果が上がらない事業については見直しを行う必要がある。

３　健全な財政運営に努めるとともに，行政運営において，住民サービスへの支障が生じ
ないように職員が心身ともに健康で業務に取り組める環境づくりを望む。

※「スクラップ・アンド・ビルド」とは，非効率（効果の低い）な行政サービス等を廃止（スクラップ）した上で，新し
い（効果の高い）行政サービス等に立て直すこと。

議会だより　ゆうすい　No.8015



　令和５年度  決算    　審査結果(主要事業)
常備消防費 1,727万円

旧栗野土木事務所用地購入事業 1,280万円

内　容

内　容

質　疑

質　疑

回　答

回　答

住民の生命・財産を守るため，伊佐湧水消防組合
の活動を充実させることを目的として運営費を負
担する。

伊佐湧水消防組合南消防署の移転を踏まえ，周辺
一体の整備計画の検討を行う。

現在，建設作業班詰所と防災備蓄品及びイベント
用品を保管している。今後においては，南消防署
建替え等を踏まえ，周囲の土地利用も含めて，検
討していきたい。

吉松分遣所は，現状のまま維持し，今後，菱刈分
遣所も含めて運用の在り方を検討する。

旧栗野土木事務所跡地を購入したが，今後，どの
様に活用するのか。

伊佐湧水消防組合消防本部南消防署の建替えに伴
う吉松分遣所の在り方について，町民に図るべき
ではないか。

企業誘致推進事業
内　容 企業誘致の推進や霧島くりの工業団地の早期着手

の要望を行う。

39万円

交通対策事業 1,425万円
公共交通機関の路線確保・維持のため，各種協議
会を通じて利用促進活動を行う。また，町民の生
活維持・環境客の利便性の確保のため，タクシー
利用料金助成事業やふるさとバスを運行する。

質　疑

意　見

回　答 ふるさとバス利用者からは，バス停までの移動やバスの時刻に合わせることが困
難で，利用しづらいとの声が多くあったが，タクシーに変更したことで，好きな
時間に好きな場所へ移動できるようになった。改善点については，初年度は利用
者へタクシーの事前予約をお願いしていたが，今年度より事前予約なしでも利用
できるように見直しを行った。

ふるさとバスに代わって，タクシーチケット等の
新規事業を実施したが，メリット・デメリットと
今後見直す点は。

霧島くりの工業団地については，企業によるオー
ダーメイド等の開発は現実的ではないので，開発
及び誘致の実施に向けて県に強く要望していくこ
と。

内　容
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　令和５年度  決算    　審査結果(主要事業)

定住促進事業
内　容

質　疑

回　答

本町への移住・定住に関する情報発信や支援を行
う。

北方に８名で５７泊，吉松に４名で４１泊の実績
があり，その中で本町に地域おこし協力隊として
着任された方がいます。

定住促進事業について，お試し住宅の活用は移住
者の確保に繋がったのか。

1,134万円

地区公民館運営事業
内　容 所管する地区公民館の維持管理に努める。

質　疑

回　答 総会資料において，使用人数・行事等記載されて
いる地区もあるが，全ての地区・施設の使用人数
については，把握していない。

各地区の公民館やグラウンドの使用状況を把握し
ているのか。

3,976万円

水道事業
内　容 給水人口が 8,241 人，給水戸数が 4,492 戸に対し，

行政区域内普及率は 98.57％である。

意　見 有収率を上げるために，次年度以降は予算を確保
して有収率を高める施策をを講ずること。

2億8,518万円

敬老祝金支給事業 1,762万円
９月１日において，満８０歳以上及び節目の高齢
者に対し，敬老祝金を支給する。

質　疑

意　見

回　答 祝金については，県内ほとんどの市町村が９０歳
等の節目で支給している状況である。本町のよう
に８０歳以上全員へ支給している市町村はあまりないので検討したい。

敬老祝金支給事業について，８０歳以上 100 歳
未満の７千円，1,389 名の支給について考える時
期にきているのではないか。

高齢者に対する支援・助成については，７０歳以上の方に町内温泉を利用できる温
泉券を支給することで温泉の利用促進にも繋がるので，検討をお願いしたい。

内　容

※「有収率」とは，配水池等から送り出す給水量に対して，
　料金等の収入として計上される有収水量の割合のこと。
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議会議事堂へ傍聴にお越しください。
第4回定例会は11月29日から12月20日までの
日程で開会されております。

議  会  の  動  き

「開かれた議会」づくりとして，議会中継を配信しています。
〇インターネットを通じて，
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。
　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。
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で
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月 日 曜日 議　会　の　動　き

７　

月

4 木 ・議会広報編集特別委員会
12 金 ・議会広報編集特別委員会
18 木 ・議会広報編集特別委員会
25 木 ・例月出納検査（〜 26日）

８　
　
　
　

月

1 木 ・市町村政研修会・議会広報編集特別委員会

5 月 ・議員全員協議会・姶良伊佐地区介護保険組合議会定例会
7 水 ・市町村総合事務組合議会臨時会

19 月 ・伊佐湧水環境管理組合議会定例会・伊佐湧水消防組合議会臨時会

21 水 ・議会運営協議会・議員全員協議会
22 木 ・例月出納検査（〜 23日）

９
月
3 火 ・議会運営協議会
4 水 ・議員全員協議会

月 日 曜日 議　会　の　動　き

９　
　
　
　
　

月

5 木 ・議会本会議（開会・上程）・決算審査特別委員会
6 金 ・各常任委員会
12 木 ・議会本会議（一般質問）
13 金 ・議会本会議（一般質問）
17 火 ・決算審査特別委員会
18 水 ・決算審査特別委員会
19 木 ・決算審査特別委員会
20 金 ・決算審査特別委員会

24 火 ・決算審査特別委員会・例月出納検査（〜 25日）
25 水 ・決算審査特別委員会
26 木 ・決算審査特別委員会（現地調査）
30 月 ・議会本会議（採決等）
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